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2) 3) こうした党の性格づけは，たとえばマンデルバウムの "ruhigesAbwarten"という表現に
見られるが，ベパレγγιタイシ自身の造語になるも四ではない。 Vlg. K. Mandelbaum， Die 
E州市何時同開閉rhalbdet" deutsc/，同 Sozialrlem品開抑制e1'das lmperial包，m闘 1895-1914，



























4) 5) 6) Bernsteln， Zusammenbruchstheorie“. S. 92 
7) Bernst(il!n，.. Klassenkampf "， S. 24 
8) Bernstein， Zussamenbruchstheorie "， 55. 88-89 
9) a. a. 0.， S. 96 
10) Bernstein， ".Klassenkampf "， S. 25 
























11) a. a. 0.， 55. 16-17 
12) 13) a. a. 0.， 5. 23 
14) K. Brandis， Die de叫s.cheSozialdemohn]，抑制s:um FaU des Sozialist開 gesetes，Leipzig， 
1931， 5. 103 
エ5) fAと近い視点から党の性格を分析して，示唆に富むものに次の論文が挙げられよう。J.P. Net-
'1，“The German 50cial Democratic Party 1890-1914， As a Political Model"， Past and 



























16) Bernstein，“ Zus~皿国enbruchstheorie ・" s. 95 
ベルγツュタイソの1:1:告観 (43) .， 

























17) P. Gay， The Dileρ.z-ma 0/ Den包"市ticSociali日 '1-， Ed.旬ardBernstein's ChaUenge &0 Marx， 



























19) Bernstein." Utoplsmus“ S. 33 
20) a. a. 0.， 55. 34~38. 
21) 22) a. a. 0.， S. 37 

























23) a. a. 0.. S. 38 
24) Bernstein." Die sozialpohtische Bedeutung von Raum und Zahl ヘs.73 (以下 "Raum
und Zahl“》略す)



















































26) a. a. 0.， 55. 63←68 
27) a. a. 0.， SS. 68-69 
28)α a. 0.， S. 75 

































30) Bernstein， Rau皿 undZahl ". S. 66 































































34) a. a. 0.， 55. 76-78;および"Zusarnmenbruchstheorie "， S. 95 
35) Dernstein， Ra.um u且dZah!"， S. 76 















































訳の論文がある。相原茂， p ーザールクセγプルグ， r経済学説全集」第8者，マノレタス経済学
の尭展，昭存131年， 189-20!l頁。なおI ロ ザの思想¢全体操のなかにその資本主義観を位置づ
けながら j それのもつ問題性を示唆した論文として，竹本信弘z ロー ザー ノレクセンプルクのポ
ランド革命論， I経昔前最」草98巻第 2号， 55-74買I ぞ事照されたい。
38) ベルγシュタインの国家観にお吋る権力諭の欠落を内在的にとらえて批判しようと試みた論文




40) ただ進歩に対する信頼は ひとりベpレソシュタイ γに限らず SPDの基調であり，ひいては
ヨ ロッパの当時の精神状況でもあったのであり l この点を向きにしてベルン、ンュタイ γを語る
ことはできないロ 「すぐれて文明化された党である SPDにおいて，実際の政措間閣に討して党
の態匪を決める基準となったのは，進事の観~ Ideal des Fortschrittsであった。J(Mandel-
baum， a a. 0.， S.19.) rベノレゾシュタインの悼正主義は時代の子であった。つまりそれは，戦
争で破壊される以前のヨーロッパに広〈行渡つでいた進歩への信生 beliefin progress を論理
的に表現したものであった。J(Gay， ot 叫.p. 300.) 
-r!.jレγシュタインの社会観 (53) 53 






















































交捗を重視するものとしてリー クリの前掲書を挙げておこう。 VIg.E.Rikli， Der Revis~onisn脚
Ein Revisio刑 Ve1'suchdef' d叫 tsche句 maγ'xistischenTheo内e1890-1914， Z甘rich，1936， SS. 114-117_ 



















































42) 43) ベルンシュタインの思想の基調に倫理を見るのはゲイとルカー チであるが， ゲイがそれに
一定の評価を与える (Gay，op. cit.， pp. 153-155)のに対して，Jレカー チは， r社会主義の倫理
的基礎づけは方法論的個人主義の結果」であるとして苔定する申である (G.Lukacs， Gesch~chte 






• ベルソジL タィ γの往生観 (57) 57 
社会から切り離す傾向をもった近代社会において，共同存在としての人間本質
を，し川、かえれば，社会的個人としての真の人間生活を回復するための担い手
となりうるのも労働者である。なぜなら，被搾取階級という存在様式壱もった
労働者こそ，労働組合・協同組合という白己組織を通じて，社会存立の条件で
あz相互の連帯意識と責任感を創出し. S PDの知的かっ道徳的な啓蒙によっ
て，自ら社会発展の担い手であることを自覚してい〈からである。以上のよう
に，ベノレγγュタイ Yは，労働者のもつ二重性こそが，資本主義体制下の経済
的不平等の打倒と，近代社会のプラス価値一一個人の自由と社会への義務，す
なわち民主主義一一号実現するための横粁であると考えたのであった。かれに
とっては，社会主義的変草は労働者大衆に担われたこの2つの課題の解決形態
に外ならない。だからこそ，かれは社会主義運動がつねに社会に向かつて聞か
れたものであることを要求したのである。そして，われわれは，ここにく社会
による国家のくりぬき〉論の内包する思想的意味を見ることができょう。
最後に，私は，こうした個性をもったベノレンVュタイ Yの思想が，マノレク見
主義思想史になげかける問題を一瞥しておきたい。
たしかに，かれはマノレグス主義の個々の理論領域を修正しようと試みた。そ
して，この修正によって失われた側由は，たんに部分領域にとどまらなし、かも
知れないーーすでに述へたιとだが，その詳細な吟味はこの小論の枠外にあり，
後に残されねばならないが一しかし，かれの思想は，事実を見すえ，現実
的条件を検証することによヮて，未来への道をさぐるという方法的態度に貫か
れており，そのことによって，マノレグス主義をその教条化傾向から蘇生させよ
うとしたのであるo 否，それだけにはとどまらない。マノレク凡主義が，その思
想と運動のなかでこぼれ落した契機←一つまり「社会と個人」の契機一ーを導
入することによって..，.ノレグ凡主義の創造的展開が試みられたのである。勿論，
かれ自身，これを完全に展開しつくしたとはいえないにしても，少くとも，そ
の体系化過程のライトモチーフi;tこ己にあったのである。そして，社会が国家
によって完全に呑みこまれ，したがって個人が喪失されるという20世紀ドイツ
58 (58) 第1叩巻第1号
の歴史的経験において，マノレタス主義の直面した問題は，ベノレ:/-./ュタイ Y に
よって思想的に先取されてh、たとも言えよう。たとえ，かれの進歩への確信の
ためにその問題解決の仕方に限界があるとしても，しかし，かれの提起した問
題は，現在においても，たえずわれわれに間われている課題でもあるのである。
ーー完一一
